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新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

越
後
支
部
の
伝
統
行
事
「
第
67
回
高
頭
祭
」
が
、「
ア

ジ
ア
山
岳
連
盟
創
立
30
周
年
記
念
事
業
・
国
際
平
和
祭

２
０
２
４
」
の
メ
イ
ン
行
事
と
な
り
、
国
際
平
和
・
交

流
に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
第
69
回
新
潟
県
登
山
祭
と
一
体
と
な
っ

た
第
69
回
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
を
含
め
た
も
の
に

な
る
。
主
催
者
で
あ
る
弥
彦
燈
籠
ま
つ
り
協
賛
会
・
新

潟
県
山
岳
協
会
・
弥
彦
山
岳
会
・
日
本
山
岳
会
越
後
支

部
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
越
後
の
伝
統
山
岳
行
事

を
飛
躍
さ
せ
て
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
し
て
、
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

日
本
山
岳
会
創
設
の
最
大
功
労
者
「
高
頭
仁
兵
衛

翁
」
を
顕
彰
す
る
「
高
頭
祭
」、
そ
し
て
県
下
の
登
山

者
が
一
同
に
集
う
「
新
潟
県
登
山
祭
」、
弥
彦
山
の
雨

乞
い
神
事
か
ら
始
ま
る
「
た
い
ま
つ
登
山
祭
」
が
一
つ

と
な
っ
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

　

夕
闇
の
中
に
、
幻
想
的
な
た
い
ま
つ
の
火
が
チ
ラ
チ

ラ
と
静
か
に
御
山
を
下
り
て
く
る
。
そ
し
て
彌
彦
神
社

で
一
同
参
拝
、
鼓
笛
隊
の
高
ら
か
な
音
に
導
か
れ
な
が

ら
彌
彦
神
社
の
参
道
を
行
進
し
て
い
く
。
大
空
に
花
火

が
舞
い
、沿
道
に
あ
ふ
れ
る
観
客
が
拍
手
で
「
御
神
火
」

を
迎
え
、
千
年
の
昔
か
ら
伝
わ
る
燈
籠
神
事
「
弥
彦
燈

籠
ま
つ
り
」（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
始
ま
る
の

で
あ
る
。

　

さ
て
、ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
（
略
称
・Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）
だ
が
、

中
国
・
台
湾
・
韓
国
・
中
国
香
港
・
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
・

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
・
ネ
パ
ー

ル
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
日
本
の
14
ケ

国
（
地
域
）・
18
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
経
過
は
、
２
０
２
２
年
11
月
イ
ン
ド
総
会
で
日
本

開
催
が
承
認
さ
れ
、
２
０
２
３
年
11
月
初
旬
ネ
パ
ー

ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
総
会
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
日

本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
（
略
称
・
Ｊ

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）丸
会
長
よ
り
高
頭
祭
（
た
い
ま
つ
登
山
祭
）

へ
の
参
加
が
説
明
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

12
月
５
日
に
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
丸
会
長
か
ら
日
本
山
岳

会
（
略
称
・
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
橋
本
会
長
に
協
力
依
頼
が
あ
り
、

12
月
14
日
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
理
事
会
で
審
議
し
承
認
さ
れ
た
。　

　
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
で
は
、
10
月
12
日
理
事
会
で
、
ア
ジ
ア

山
岳
連
盟
創
立
30
周
年
記
念
事
業
の
実
行
委
員
会
が
結

成
さ
れ
、
本
格
的
な
準
備
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
が
沈
静
化
し

た
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
昨
年
10
月
の
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦
争
勃
発
と
世
界
で
紛
争

が
絶
え
な
い
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気
候
変
動
、
大
量
絶
滅

に
よ
る
生
物
多
様
性
の
喪
失
、
人
工
物
質
の
増
大
な
ど

は
、
人
類
の
活
動
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
登
山
と
い
う
共
通
の
目

的
を
も
っ
た
様
々
な
国
の
登
山
者
が
集
い
、
自
然
に
親

し
み
、
楽
し
み
を
共
有
し
、
交
流
・
平
和
の
尊
さ
を
願

う
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伝
統
の
「
高
頭
祭
」
を
、
越
後
か
ら
世
界
へ
!!

　

「
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
創
立
30
周
年
記
念
事
業
・
国
際
山
岳
平
和
祭
２
０
２
４
」

�

支
部
長　

後
藤��

正
弘

私
の
一
枚

　

昨
年
は
と
に
か
く
暑
か
っ
た
。
外
出
は
控
え
よ
う
と
真
夏
の
登
山
は
我

慢
し
た
。
し
か
し
我
慢
し
き
れ
ず
８
月
末
に
行
っ
た
守
門
岳
で
、
２
リ
ッ

ト
ル
の
水
が
底
を
つ
き
、
脱
水
症
状
に
な
っ
た
。
我
慢
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　

写
真
は
猛
暑
も
お
さ
ま
っ
た
９
月
23
日
、
南
魚
沼
市
清
水
集
落
を
出

発
し
清
水
峠
に
向
か
う
途
中
の
ブ
ナ
林
。
十
分
水
分
補
給
を
し
峠
を
目

指
し
て
、
さ
あ
出
発
だ
。

�

撮
影
者　

小
野
寺
　
昭
彦

第  39  号
令和６年２月15日
発　行　公益社団法人日本山岳会越後支部
発行者　後藤 正弘
新潟県上越市新光町２丁目１－40
TEL･FAX 025－512－7561
広報委員長　諏訪 惠一



令和６年２月15日 日本山岳会越後支部報 （2）

地
域
の
山 

若
橅
山
（
若
ブ
ナ
山
）

６
２
９･

９
ｍ

渡
邊
　
忠
次

　

新
潟
市
か
ら
日
本
海
東
北
自
動
車
道
を
荒
川
胎

内
Ｉ
．
Ｃ
で
降
り
、
国
道
１
１
３
号
線
を
荒
川
沿

い
に
東
進
し
関
川
村
に
向
か
う
と
、
車
窓
か
ら
大

島
付
近
左
手
に
端
正
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
光
兎

山
、
右
手
に
は
飯
豊
連
峰
北
端
の
杁
差
岳
、
正
面

に
は
三
角
形
の
若
橅
山
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

若
橅
山
の
山
名
は
関
川
村
発
行
の
山
岳
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
は
い
ま
す
が
登
山
コ
ー
ス

の
案
内
表
記
は
あ
り
ま
せ
ん
。
残
雪
期
は
も
ち
ろ

ん
道
な
き
道
を
歩
け
ま
す
が
無
雪
期
で
も
杣
道
が

あ
り
ナ
タ
メ
を
辿
っ
て
山
頂
ま
で
登
っ
て
行
か
れ

ま
す
。
村
で
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
整
備

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
登
山
道
を
載
せ
な
い
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

鷹
巣
温
泉
脇
を
通
過
し
片
貝
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

て
国
道
を
右
折
す
る
と
沼
集
落
に
入
り
ま
す
。
ス

キ
ー
場
の
案
内
看
板
が
各
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
旧

わ
か
ぶ
な
高
原
ス
キ
ー
場
（
旧
わ
か
ぶ
な
放
牧

場
）
管
理

の
た
め
に
整

備
さ
れ
た
舗

装
道
路
を
上

り
、
上
部
に

行
く
に
つ
れ

て
砂
利
道
と

な
り
ま
す
が

そ
の
終
点
が

若
橅
山
の
登

山
口
で
す
。

そ
こ
か
ら
目

前
の
大
き
な

電
波
中
継
用

鉄
塔
脇
に
山
頂
ま
で
の
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
道
は
猟
師
が
自
分
た
ち
の
ク
マ
狩

猟
の
た
め
に
整
備
し
た
と
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
。

道
脇
に
は
イ
ワ
カ
ガ
ミ
や
イ
ワ
ウ
チ
ワ
な
ど
の
山

野
草
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
山
頂
は
背
丈
以
上
の
灌

木
が
あ
り
ま
す
が
、
要
所
で
見
晴
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
刈
り
は
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
積
雪
期
は
３

６
０
度
の
展
望
で
、
南
側
は
直
下
に
米
沢
街
道
の

大
里
峠
（
大
蛇
伝
説
で
有
名
）
を
挟
ん
で
飯
豊
連

峰
杁
差
岳
の
景
観
、
北
は
荒
川
の
先
に
光
兎
山
、

そ
の
奥
に
朝
日
連
峰
が
遠
望
で
き
ま
す
。
特
筆
す

べ
き
は
眼
下
に
萱
ノ
峠
が
あ
る
こ
と
で
す
。
約
５

０
０
年
前
に
米
沢
街
道
の
大
里
峠
が
開
削
さ
れ
る

以
前
か
ら
の
古
道
で
す
。
数
年
前
踏
査
し
た
処
、

大
半
が
倒
木
や
藪
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
往

時
の
面
影
が
ハ
ッ
キ
リ
残
っ
て
い
る
処
も
あ
り
歴

史
の
重
み
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。（
地
元
民
に

よ
る
と
山
仕
事
な
ど
で
昭
和
年
代
で
も
利
用
さ
れ

た
ら
し
い
。）

　

若
橅
山
の
歴
史
的
文
献
資
料
は
少
な
い
の
で
す

が
、
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
（
昭
和
25
年
（
１
９

５
０
年
）
指
定
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
か
ぶ
な

高
原
ス
キ
ー
場
開
設
に
当
た
っ
て
は
自
然
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
詳
細
な
調
査
報
告
書
が
国
に
提
出

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
三
等
三
角
点
で
標
高

６
２
９
．９
ｍ
、三
角
点
名
「
若
船
」（
高
橋
眞
雄
・

関
川
村
山
の
会
会
員
調
査
）。
地
元
の
人
々
く
ら

い
し
か
知
ら
な
か
っ
た
こ
の
山
に
昭
和
62
年
（
１

９
８
７
年
）
12
月
「
わ
か
ぶ
な
高
原
ス
キ
ー
場
」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
一
気
に
知
名
度
が
上
が
り

ま
し
た
。
多
彩
な
ス
ロ
ー
プ
と
立
派
な
施
設
設
備

を
備
え
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
と
し
て
人
気
を

博
し
ま
し
た
が
、
ス
キ
ー
人
口
の
減
少
や
暖
冬
小

雪
の
影
響
を
受
け
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
１

月
で
33
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ま
た

山
麓
で
は
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）
６
月
か
ら

沼
放
牧
場
と
し
て
解
放
さ
れ
、
ス
キ
ー
場
開
設
後

も
併
用
し
な
が
ら
村
内
外
の
畜
産
振
興
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
が
、
畜
産
業
の
衰
退
と
と
も
に
そ
の

役
目
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

蛇
足
に
な
り
ま
す
が
、
登
山
の
注
意
事
項
と
し

て
山
麓
の
大
半
は
共
有
地
や
私
有
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
に
山
菜
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
は
地
元
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
て
友
好
に
気
を
配
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ど
こ
の
山
行
で
も
同
様
と
思
い
ま

す
。越

後
支
部
年
次
晩
餐
会
の
開
催

事
務
局
長
　
玉
木
　
大
二
朗

　

12
月
９
日
（
土
）
新
潟
市
内
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
に
お
い
て
今
年
度
の
支
部
晩
餐
会
を
開
催
し

た
。
懇
親
会
の
前
に
本
部
山
岳
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
・
近
藤
雅
幸
氏
を
講
師
に
招
き
「
山

岳
古
道
の
魅
力
と
楽
し
み
」
と
題
し
て
講
演
会
を

開
催
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
の
山

岳
古
道
調
査
の
状
況
や
各
支
部
の
取
り
組
み
状
況

を
拝
聴
し
た
。
近
藤
講
師
か
ら
は
「
越
後
支
部
の

取
り
組
み
は
調
査
活
動
、
調
査
結
果
の
ま
と
め
も

丁
寧
で
優
等
生
で
あ
る
」と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
、

支
部
の
古
道
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
努
力

が
報
わ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
た
。
一
方
、
全
国

の
支
部
の
中
に
は
支
部
員
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
調
査
活
動
を
拒
否
し
て
い
る
支
部
が
あ
る

こ
と
を
知
り
驚
嘆
し
た
。
講
演
会
終
了
後
は
講
師

を
交
え
て
集
合
写
真
の
撮
影
を
行
っ
た
。

　

晩
餐
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
県
外
か
ら
の
会
員
や
会
友
か
ら
も

出
席
し
て
い
た
だ
き
懇
親
会
の
参
加
者
は
39
名
で

あ
っ
た
。
支
部
長
挨
拶
、
物
故
会
員
へ
の
黙
と

う
、
新
永
年
会
員
及
び
新
支
部
名
誉
会
員
の
紹

介
、
乾
杯
、
懇
談
、
来
賓
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
と
進

行
し
、
最

後
に
閉
会

挨
拶
及
び

万
歳
三
唱

で
締
め
く

く
っ
た
。

今
年
度
の

参
加
者
は

こ
れ
ま
で

に
な
く
少

な
か
っ
た

が
、
そ
の

分
参
加
者

同
士
の
交

流
を
熱
く

深
め
ら
れ

た
も
の
と

感
じ
ら
れ

た
。
一
方
、
会
員
の
入
会
者
の
拡
大
と
減
少
防
止

が
喫
緊
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
次
年
度
以
降
の
支

部
晩
餐
会
の
参
加
者
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
晩
餐
会
の
在
り
方
や
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
新
た
な
課
題
を
感
じ
た
。

来
年
度
の
晩
餐
会
に
は
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
参

加
と
ご
意
見
を
賜
り
た
く
存
じ
上
げ
ま
す
。

日
本
山
岳
会
年
次
晩
餐
会
の
出
席

事
務
局
長
　
玉
木
　
大
二
朗

　

12
月
２
日
（
土
）、
都
内
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ

テ
ル
に
お
い
て
令
和
５
年
度
の
日
本
山
岳
会
年
次

晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
、
越
後
支
部
か
ら
は
支
部
長

以
下
８
名
が
出
席
し
た
。
晩
餐
会
に
先
立
ち
、「
写

真
で
振
り
返
る
日
本
人
の
エ
ベ
レ
ス
ト
」
の
パ
ネ

ル
展
示
と
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
主
催
の

絵
画
展
の
催
し
が
あ
っ
た
。
絵
画
展
で
は
越
後
支
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部
の
中
川
久
会
員
の
絵
画
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
図
書
交
換
会
が
開
催
さ
れ
越
後
支
部
会
員

の
出
品
や
購
入
希
望
が
入
札
さ
れ
て
い
た
。
講
演

会
は
「
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
北
壁
初
登
攀
」、「
グ

レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
ラ
バ
ー
ス
報
告
」、
秩

父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞
記
念
講
演
「
北
ア
ル
プ
ス

の
形
成
」
が
行
わ
れ
た
。
支
部
長
と
私
は
桐
生
副

会
長
の
仲
介
で
橋
本
会
長
や
長
島
常
務
理
事
等
と

の
事
務
連
絡
の
た
め
、
い
ず
れ
の
講
演
会
に
も
参

加
で
き
な
か
っ
た
。

　

晩
餐
会
は
全
国
か
ら
３
３
５
名
が
出
席
し
、
44

の
テ
ー
ブ
ル
に
分
散
配
置
さ
れ
て
開
催
さ
れ

た
。
私
は
支
部
長
が
テ
ー
ブ
ル
マ
ス
タ
ー
を
務
め

る
「
飯
豊
山
」
の
テ
ー
ブ
ル
に
配
置
さ
れ
、
越
後

支
部
会
員
の
ほ
か
に
越
後
支
部
の
岡
田
陽
子
会

友
、
青
森
支
部
の
方
々
と
同
席
に
な
っ
た
。
晩
餐

会
は
会
長
挨
拶
に
始
ま
り
、
物
故
会
員
へ
の
黙
と

う
、
新
永
年
会
員
顕
彰
、
新
入
会
員
紹
介
、
秩
父

宮
記
念
山
岳
賞
表
彰
と
受
賞
者
挨
拶
、
鏡
開
き
の

行
事
が
行
わ
れ
、
注
目
を
ひ
い
た
の
は
新
入
会
員

紹
介
で
中
学
１
年
生
の
男
子
生
徒
が
学
生
服
で
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
新
入
会
員
を

代
表
し
て
こ
の
中
学
生
が
「
ア
ル
パ
イ
ン
や
ビ
ッ

グ
ウ
ォ
ー
ル
を
登
り
た
い
」
と
の
入
会
同
機
を
交

え
て
自
己
紹
介
を
し
た
。
ご
自
身
の
祖
父
母
以
上

の
年
代
と
思
わ
れ
る
多
く
の
会
員
を
前
に
、
実
に

堂
々
と
話
を
す
る
姿
は
頼
も
し
く
、
こ
の
よ
う
な

若
い
世
代
が
当
支
部
に
も
入
っ
て
こ
な
い
か
な
と

う
ら
や
ま
し
く
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
乾
杯
、
歓

談
と
な
り
宴
も
中
盤
に
な
る
こ
ろ
に
は
越
後
支
部

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
が
我
々
の
テ
ー
ブ
ル
を
訪

ね
ご
挨
拶
を
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
に
進
み
、

最
後
は
各
支
部
の
紹
介
が
さ
れ
る
と
、
多
く
の
拍

手
で
称
え
ら
れ
閉
宴
と
な
っ
た
。

　

初
め
て
本
部
の
晩
餐
会
に
出
席
し
た
が
、
最
初

は
参
加
者
の
多
さ
と
会
場
の
豪
華
さ
の
雰
囲
気
に

の
ま
れ
、
ざ
い
ご
モ
ン
特
有
の
緊
張
感
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
じ
山
を
愛
す
る
人
同
士
の
集
ま
り

で
、
初
対
面
の
方
と
も
共
通
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
、
旧
知
の
面
識
の
あ
る
方
と
も
会
う
こ
と
が
で

き
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
の
感
想
を
抱
き
、
そ

の
日
の
う
ち
に
新
潟
に
戻
っ
た
。

「
第
36
回
全
国
支
部
懇
談
会
」報
告

　
桑
原
　
一
雄

　

全
国
支
部
懇
談
会
は
、
群
馬
支
部
の
主
催
に
よ

り
、２
０
２
３
年
９
月
23
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）�

の
２
日
間
に
わ
た
り
24
支
部
か
ら
１
５
６
名
が
参

加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

越
後
支
部
か
ら
は
桐
生
恒
治
顧
問
（
本
部
副
会

長
）、
後
藤
正
弘
支
部
長
、
王
木
大
二
朗
事
務
局
長
、

佐
藤
レ
イ
子
さ
ん
、
吉
田
理
一
さ
ん
と
私
の
６
名

が
参
加
し
た
。

１
日
目
（
９
月
23
日
（
土
））

　

会
場　

ホ
テ
ル
「
坐
山
み
な
か
み
（
水
上
館
）」�

　

講
演　

「
今
、
谷
川
岳
で
考
え
る
安
全
登
山
」

�

群
馬
県
警
察
谷
川
岳
警
備
隊
長�

伊
藤
武
氏

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
り
事
例
を
交
え
て
紹
介

し
、
山
岳
遭
難
の
傾
向
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

た
ま
た
ま
、
数
メ
ー
ト
ル
だ
け
の
残
雪
部
分
に
お

い
て
ア
イ
ゼ
ン
未
着
用
で
滝
に
落
ち
る
と
い
う
事

故
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
で
の
滑
落
で
、
ア

ゴ
が
割
れ
た
た
め
、
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
コ
ー
ル

（
緊
急
通
報
）
が
無
言
電
話
に
な
ら
ざ
る
を
得
な�

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
無
言
電
話
に
も
な
ん
ら
か
の

意
味
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　

一
昨
年
春
の
、
天
狗
の
泊
り
場
で
警
視
庁
警
察

官
男
女
２
人
組
の
滑
落
事
故
に
つ
い
て
は
言
及
が

な
か
っ
た
。

　

救
助
法
の
訓
練
の
一
例
は
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

搬
送
法
、
ウ
ィ
ン
チ
使
用
の
ホ
イ
ス
ト
等
が
あ
る
。�

現
在
、
山
岳
遭
難
対
策
用
ド
ロ
ー
ン
の
購
入
費
用

を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調
達
を
計
画
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
会
員
か
ら
活
発
に
質
問
が
出

さ
れ
、
安
全
登
山
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い

た
。

・
懇
親
会

　

大
座
敷
に
大
人
数
の
会
員
が
参
集
し
た
雰
囲
気

は
久
し
振
り
に
壮
観
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。�

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
三
国
太
鼓
の
勇
壮
な
枹
の
鼓

動
に
全
員
聞
き
入
り
、
懇
親
会
の
開
幕
を
告
げ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

主
催
の
根
井
康
雄
群
馬
支
部
長
の
歓
迎
の
言
葉

に
始
ま
り
、
橋
本
し
を
り
会
長
の
挨
拶
、
阿
部
賢

一
み
な
か
み
町
長
の
ご
祝
辞
、
桐
生
恒
治
副
会
長

の
乾
杯
と
続
き
、
酒
宴
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が

る
。

　

膳
に
は
山
海
の
珍
味
な
ど
ご
っ
つ
お
が
ご
ー
ぎ

並
べ
ら
れ
、
諸
国
の
名
酒
も
振
る
ま
わ
れ
、
宴
会

場
に
会
員
が
入
り
乱
れ
る
壮
観
な
図
と
な
る
。

　

こ
こ
数
年
の
黙
食
傾
向
か
ら
一
転
、
心
の
開
放

の
様
は
日
本
山
岳
会
の
活
性
を
象
徴
し
て
い
る
。

次
年
度
開
催
の
神
奈
川
支
部
に
エ
ー
ル
を
送
り
、

盛
会
の
う
ち
に
夜
は
更
け
た
。

２
日
目
（
９
月
24
日
（
日
））

・
ハ
イ
キ
ン
グ

　

８
時
に
宿
を
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
、
バ
ス
で
谷

川
岳
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
集
合
す

橋本しをり会長挨拶

谷川岳・一ノ倉沢をバックに
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る
。

　

こ
こ
か
ら
は
支
部
毎
に
班
編
成
し
隊
列
を
組
み

旧
国
道
を
歩
く
。
か
つ
て
主
要
国
道
で
あ
っ
た
石

垣
等
の
名
残
が
見
ら
れ
る
中
を
進
ん
で
行
く
。

　

主
催
者
側
が
、
背
中
に
心
房
細
動
機
器
を
背
負

い
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
で
巡
回
す
る
モ
バ
イ

ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
を
編
成
し
て
い
た
こ
と
は
、
リ
ス
ク�

管
理
と
し
て
感
心
し
た
。

　

一
ノ
倉
沢
出
合
に
て
休
憩
し
、
大
岩
壁
を
見

上
げ
、
往
路
を
引
き
返
し
た
。�
天
候
に
恵
ま
れ
、

心
身
の
保
養
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
戻
る
と
上

州
御
用
登
利
平
の
鳥
め
し
弁
当�

（
竹
）
が
振
る
舞

わ
れ
、
膝
を
並
べ
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
昼
食

を
と
る
。
昼
食
後
は
流
れ
解
散
と
な
り
送
迎
バ
ス

で
帰
路
に
向
か
っ
た
。

第
10
回
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

４
支
部
交
流
会
に
参
加
し
て

井
口
　
礼
子

　

11
月
18
日
・
19
日
、
長
野
県
安
曇
野
市
「
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
安
曇
野
」
に
お
い
て
、２
０
１
９
年
以
降
、

コ
ロ
ナ
で
延
期
さ
れ
て
い
た
４
支
部
交
流
会
が
信

濃
支
部
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
51
名
の

参
加
。
越
後
支
部
か
ら
は
後
藤
支
部
長
以
下
６
名

の
参
加
で
し
た
。

　

18
日
、
受
付
後
の
空
い
た
時
間
に
、
隣
接
す
る

「
田
淵
行
雄
記
念
館
」
を
見
学
し
、
当
時
使
用
し

て
い
た
貴
重
な
カ
メ
ラ
や
山
岳
登
攀
の
品
々
を
見

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

15
時
か
ら
の
記
念
講
演
の
最
初
は
、
田
淵
行
雄

と
親
交
の
あ
っ
た
古
幡
開
太
郎
氏
（
信
濃
支
部
会

員
）
に
よ
る
「
安
曇
野
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト　

田

淵
行
雄
―
私
が
出
会
っ
た
偉
大
な
博
物
学
者
―
」

と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
、
次
に
田
淵
行
雄
記
念

館
で
11
年
勤
務
さ
れ
た
財
津
達
弥
氏
（
信
濃
支
部

会
員
）
に
よ
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
田
淵
行
雄

の
光
跡
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
子

供
の
頃
か
ら
昆
虫
に
興
味
を
示
し
、
そ
れ
が
蝶
や

蜂
だ
っ
た
事
。
ま
た
そ
れ
ら
を
本
物
の
蝶
や
蜂
が

息
づ
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
写
し
、
繊
細
な
色

彩
で
絵
に
し
た
た
め
、
描
か
れ
て
い
る
事
。
ま
と

め
て
本
と
し
て
残
し
、出
版
に
意
欲
が
あ
っ
た
事
。

「
ソ
ホ
フ
レ
ッ
ク
ス
」
の
カ
メ
ラ
は
ご
自
身
で
修

理
し
、
工
夫
を
重
ね
て
永
い
間
愛
用
さ
れ
て
い
た

事
等
々
を
知
り
、
写
真
家
だ
け
で
は
な
か
っ
た
田

淵
行
雄
を
知
る
事
が
出
来
た
貴
重
な
講
演
で
し

た
。
夕
食
、
懇
親
会
、
二
次
会
と
盛
り
上
り
、
就

寝
と
し
ま
し
た
。

　

19
日
は
紺
碧
の
空
の
下
、「
光
城
山
９
１
１
．

７
ｍ
～
長
峰
山
９
３
３
．
４
ｍ
」
周
回
の
記
念
登

山
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
48
名
の
参
加
で
す
。
雪

を
ま
と
っ
た
蝶
ヶ
岳
・
常
念
岳
・
燕
岳
・
鹿
島
槍
ヶ

岳
・
白
馬
岳
を
見
な
が
ら
の
楽
し
い
登
山
で
し
た
。

ご
褒
美
に
常
念
岳
の
鞍
部
に
は
槍
ヶ
岳
の
穂
先
も

顔
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
光
城
山
山
頂
に
は
古

峯
神
社
が
祀
ら
れ
、
長
峰
山
山
頂
に
は
ハ
ン
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
ス
タ
ー
ト
台
も
あ
り
、
家
族
連
れ
の
姿

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
下
山
は
緩
や
か
な
道
も
あ

り
、
安
曇
野
の
11
月
の
山
を
堪
能
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
到
着
後
は
昼
食
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
美
味
し
い
「
カ
ツ
カ
レ
ー
」
を
頂
き

ま
し
た
。
来
年
度
担
当
の
北
原
山
梨
支
部
長
よ
り

お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
閉
会
の
挨
拶
、
13
時
半

過
ぎ
解
散
と
な
り
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

信
濃
支
部
の
皆
様
に
は
計
画
か
ら
実
行
ま
で
、

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

自
然
保
護
全
国
集
会
参
加
報
告

　
春
日
　
良
樹

○
期
日
：�

10
月
21
日
～
22
日
（
場
所
…
東
京
都
八

王
子
市
高
尾
山
町
）

○
基
調
講
演
…
「
人
と
森
と
の
か
か
わ
り
」

　
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事　

内
山　

節
氏

○
支
部
報
告
…
本
部
他
全
国
14
支
部
の
取
組
発
表

○�

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
…
高
尾
の
森
づ
く
り
の

会
植
林
地
（
国
有
林
・
都
有
林
）、
ベ
ー
ス
小

屋
【
１
日
目
】
各
支
部
の
発
表
で
は
、
大
雪
山
高
山

植
物
盗
掘
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
・
美
瑛
冨
士
避
難
小

屋
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
点
検
と
清
掃
（
北
海
道
支
部
）、

三
ツ
峠
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
保
護
活
動
・
御
岳
山
レ
ン

ゲ
シ
ョ
ウ
マ
観
察
会
（
東
京
多
摩
支
部
）、
国
定

公
園
平
尾
台
の
帰
化
植
物
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
の
駆
除
と
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
活
動
（
北
九
州

支
部
）、
宮
城
県
の
山
地
及
び
丘
陵
に
お
け
る
風

力
発
電
事
業
の
概
要
と
景
観
・
環
境
破
壊
に
対
す

る
意
見
書
の
作
成
（
宮
城
支
部
）
な
ど
様
々
な
報

告
が
あ
っ
た
。

　

当
支
部
か
ら
は
、
弥
彦
山
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
駆

除
・
清
掃
登
山
、
深
沢
小
学
校
登
山
支
援
に
つ
い

て
発
表
。
い
ず
れ
の
報
告
も
、
当
会
に
お
け
る
自

然
保
護
活
動
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
も
の
で

あ
っ
た
。

【
２
日
目
】
日
本
山
岳
会
・
高
尾
の
森
づ
く
り
の

会
で
は
、
50
年
間
の
長
期
計
画
を
基
に
７
５
０
０

０
本
を
植
樹
し
、
樹
齢
１
０
０
年
の
巨
樹
で
構
成

さ
れ
る
「
多
様
で
豊
か
な
森
林
」
の
復
元
を
目
指

す
。
総
面
積
は
１
７
８
㌶
、
現
在
ま
で
に
広
葉
樹

の
苗
木
１
８
０
０
０
本
を
植
樹
。
普
及
宣
伝
・
啓

発
・
事
業
・
専
門
班
が
組
織
さ
れ
、
月
１
回
の
定

鹿
除
け
ネ
ッ
ト
装
着
苗

雪をまとった北アルプスの山々

活動ベース小屋
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例
作
業
を
核
に
、
父
子
キ
ャ
ン
プ
、
森
林
学
習
、

動
植
物
調
査
研
究
、
伐
採
木
活
用
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
年
間
延
べ
２
０
０
０
人
が
参
加
す
る
、

半
世
紀
先
の
高
尾
山
の
自
然
を
見
据
え
た
壮
大
な

取
組
の
現
場
を
歩
く
。
目
標
の
明
確
化
、
持
続

可
能
性
、
普
及
宣
伝
（
広
報
）、
次
世
代
育
成
な

ど
、
当
支
部
の
取
組
に
生
か
せ
る
知
見
に
満
ち
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
あ
っ
た
。
林
地
や
作
業

道
は
、極
め
て
急
峻
で
岩
だ
ら
け
…
「
こ
り
ゃ
あ
、

登
山
者
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
だ
な
ぁ
」
と
思

わ
さ
れ
た
１
日
…
。

初
雪
山

�

滝
沢
　
信
子

名
前
に
憧
れ
、
初
雪
山
の
募
集
に
直
ぐ
応
募
し

ま
し
た
。

そ
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
初
雪
山
を
調
べ
て

み
た
。
富
山
県
東
端
に
位
置
し　

山
頂
が
細
長
く

見
え
る
標
高
１
６
１
０
ｍ
の
山
だ
。
コ
ー
ス
タ
イ

ム
は
、
10
時
間
30
分
大
変
な
山
だ
と
気
づ
か
さ
れ

気
お
く
れ
す
る
。

そ
の
日
の
天
候
と
体
調
を
祈
る
の
み
。

前
日
の
10
月
７
日
は
、
靏
本
さ
ん
の
岳
修
山
荘

に
集
合
し
、
一
晩
お
世
話
に
な
っ
た
。

８
日
は
、
４
時
に
起
床
し
出
発
、
下
山
後
の
宿
、

親
不
知
観
光
ホ
テ
ル
に
車
を
駐
車
す
る
。
２
台
の

タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
登
山
口
に
移
動
す
る
。
六
時

過
ぎ
に
越
道
峠
の
石
碑
前
か
ら
登
山
開
始
、
杉
林

の
登
山
道
を
歩
き
、
途
中
で
朝
食
を
と
る
。
し
ば

ら
く
進
む
と
右
手
に
初
冠
雪
の
朝
日
岳
を
望
め
た
。

更
に
す
す
む
と
ブ
ナ
林
の
平
坦
部
に
出
る
。
こ
こ

か
ら
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
続
き
、
帰
路
が
案
じ

ら
れ
る
。

鞍
部
を
下
り
し
ば
ら
く
行
く
と
剱
岳
が
後
ろ

に
見
ら
れ
る
。
点
在
す
る
池
塘
の
登
山
道
を
進
み
、

か
な
り
下
っ
て
鞍
部
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
は
、
最

後
の
登
り
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
四
時
間
半
か
か
り

か
な
り
疲
労
し
て
い
た
。
こ
の
先
は
、
山
頂
を
目

指
し
て
頑
張
る
だ
け
。
11
時
40
分
全
員
山
頂
に
到

着
し
た
。
バ
ン
ザ
イ
！

山
頂
は
広
く
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
、
栂
海
新
道

の
犬
ケ
岳
、
白
馬
岳
、
富
山
湾
ま
で
が
望
め
、
素

晴
ら
し
い
景
観
で
長
丁
場
の
疲
れ
が
一
気
に
癒
さ

れ
る
。
十
人
で
広
い
山
頂
を
独
占
、
昼
食
を
そ
こ

そ
こ
に
摂
り
下
山
す
る
。

曇
り
空
の
中
、
往
復
16
㎞
、
10
時
間
半
の
歩
き

は
、
久
々
に
疲
れ
ま
し
た
。
段
取
り
し
て
頂
い
た

渡
辺
様
を
は
じ
め
参
加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
お
陰

で
山
頂
に
立
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
力
山
を
歩
い
て

�

小
野
　
礼
子

大
力
山
、
私
に
と
っ
て
二
回
目
に
な
り
ま
す

が
、
良
く
も
悪
く
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
山
で
す
。

最
初
は
４
、
５
年
前
、
山
友
と
二
人
で
お
寺
の

脇
か
ら
登
ろ
う
と
し
て
い
る
と
、
若
い
お
兄
さ
ん

が
タ
ク
シ
ー
で
来
て
、
登
る
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

東
京
に
住
ん
で
い
る
男
性
で
、
彼
方
で
は
、
魚
沼

ア
ル
プ
ス
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
人
気
な
の
だ
と
か
。

し
か
も
一
日
か
か
ら
な
い
時
間
で
一
周
で
き
る
と

い
う
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
れ
で
は
行
っ
て
み
よ

う
と
意
見
が
合
い
、
登
り
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
半
分
を
過
ぎ
た
辺
り
で
山
友
が
足
が

つ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
こ
ん
な
場
合
、
初
め
て
の
山

と
な
る
と
先
の
時
間
が
読
め
な
く
て
、
と
て
も
不

安
で
し
た
。
日
の
長
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、
何
事

も
無
な
か
っ
た
か
の
如
く
帰
宅
し
ま
し
た
が
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
大
力
山
山
頂
よ
り
板
木
城
址
の
方
へ
、

そ
し
て
西
福
寺
に
下
る
と
い
う
事
で
、
ル
ン
ル
ン

気
分
で
歩
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
板
木
城
址
付
近

は
空
堀
が
多
く
、
し
か
も
深
い
。
そ
ん
な
こ
と
で

ル
ン
ル
ン
気
分
は
す
ぐ
に
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。
さ

ら
に
堀
之
内
の
御
嶽
山
に
も
登
り
ま
し
た
が
、
ど

ち
ら
の
山
も
天
気
に
さ
え
恵
ま
れ
れ
ば
、
越
後
三

山
か
ら
隣
の
集
落
ま
で
見
え
る
ん
で
す
ね
。

帰
宅
後
、
当
日
の
歩
数
を
確
認
し
ま
し
た
ら
、

何
と
２
万
歩
に
達
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
力
山
、

５
０
０
ｍ
程
の
山
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
や
い
や
、

な
か
な
か
面
白
い
山
で
あ
り
ま
し
た
。

「
平
日
ト
レ
キ
ン
グ
・
井
戸
小
屋
山
」

�

金
子
　
美
千
代

11
月
９
日
秋
晴
れ
の
中
、
渡
辺
茂
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
井
戸
小
屋
山
登
山
に
公
募
参
加
者
14
名
。
紅

葉
の
木
々
の
中
を
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、
鈴
の
音
、

火
薬
弾
と
に
ぎ
や
か
に
９
時
10
分
登
山
開
始
で

す
。
滑
り
や
す
い
斜
面
は
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
も
ら

い
「
ゆ
っ
く
り
ね
、
ロ
ー
プ
は
胸
に
引
い
て
」
と
、

声
掛
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
12
時
山
頂
に
到
着
。

越
後
の
山
々
を
堪
能
し
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。

玉
木
大
二
朗
リ
ー
ダ
ー
、
新
島
二
郎
さ
ん
と
御
前

ケ
遊
窟
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
レ
デ
ィ
４
名

は
装
備
を
確
認
し
て
出
発
、
ロ
ー
プ
で
確
保
し
て

も
ら
い
な
が
ら
岩
稜
の
細
い
尾
根
を
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
進
み
御
前
ケ
遊
窟
山
頂
に
到
着
。断
崖
、山
々

連
な
る
絶
景
を
ま
た
ま
た
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。

山頂にて

山頂からの眺め

大力山山頂にて
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登
攀
時
に
「
後
悔
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
優

し
く
声
掛
け
を
い
た
だ
き
緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
無
事

16
時
15
分
下
山
出
来
ま
し
た
。
感
謝
。
低
山
で
も

侮
れ
な
い
お
山
で
支
部
会
員
の
皆
様
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

越
後
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

　
　
　
　

同
好
会
結
成
総
会

�

新
保
　
雅
稔

去
る
12
月
16
日
～
17
日
に
妙
高
燕
温
泉
の
燕

ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ
に
お
い
て
標
記
総
会
が
開
催

さ
れ
会
員
10
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

総
会
と
の
こ
と
で
緩
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
が
、

廣
井
博
行
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
早
速
後
藤
正

弘
支
部
長
に
よ
る
雪
崩
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
い
て

講
義
が
始
ま
っ
た
。
雪
崩
の
基
礎
知
識
か
ら
セ
ル

フ
レ
ス
キ
ュ
ー
に
至
る
ま
で
豊
富
な
画
像
や
イ
ラ

ス
ト
を
織
り
込
ん
だ
も
の
で
、
雪
崩
の
恐
ろ
し
さ

に
つ
い
て
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
支
部
長
の

経
験
に
基
づ
く
具
体
的
な
話
が
盛
り
込
ま
れ
、
一

般
論
と
し
て
は
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
細

部
に
は
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
事
柄
も
多
く
あ
り

大
変
参
考
に
な
っ
た
。

自
分
の
行
動
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
振
り

返
っ
て
み
る
が
、
ド
ロ
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
で
は
現
在

地
の
確
認
や
積
雪
層
の
観
察
も
ほ
ど
ほ
ど
に
フ
カ

フ
カ
な
雪
斜
面
を
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
我
先
に

と
滑
り
込
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
、
わ
か
っ
て
は

い
る
が
実
行
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
反
省

さ
せ
ら
れ
る

場
面
も
あ
っ

た
。ま

た
、
妙

高
火
打
周
辺

の
滑
走
ル
ー

ト
紹
介
で
は
、

季
節
や
積
雪

状
況
に
よ
る

変
化
も
よ
く

わ
か
る
よ
う

に
編
集
さ
れ

て
臨
場
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き

玉
木
大
二
朗
さ
ん
よ
り
実
際
の
救
助
活
動
の
お
話

が
あ
り
、
雪
崩
の
威
力
の
す
さ
ま
じ
さ
に
驚
く
と

と
も
に
、
救
助
救
援
に
向
か
う
方
々
の
並
々
な
ら

ぬ
ご
苦
労
が
よ
く
わ
か
る
内
容
で
あ
り
、
遭
難
事

故
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

み
っ
ち
り
学
習
し
た
後
、
暗
く
な
っ
て
よ
う
や

く
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
ス
キ
ー
を
嗜
む
皆
さ
ん

で
あ
る
が
故
に
、
会
話
も
滑
ら
か
な
人
達
ば
か
り

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
談
や
考
え
方
の
話
題
に
休

む
間
も
な
く
、
と
も
す
れ
ば
雪
崩
の
ご
と
く
押
し

寄
せ
る
大
笑
い
に
埋
も
れ
そ
う
に
な
る
楽
し
い
時

間
が
遅
く
ま
で
続
い
た
。

翌
17
日
は
ち
ら
ち
ら
と
降
雪
で
あ
っ
た
が
、
杉

ノ
原
ス
キ
ー
場
は
積
雪
が
な
く
、
予
定
し
た
杉
ノ

原
～
池
の
平
ま
で
の
要
林
道
ツ
ー
リ
ン
グ
は
や
む

な
く
中
止
と
な
っ
た
。
山
田
和
人
さ
ん
か
ら
笹
谷

山
荘
を
現
地
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
３
月
３
日

の
三
田
原
ツ
ア
ー
の
際
は
使
用
し
て
い
い
よ
と
あ

り
が
た
い
お
言
葉
。

次
回
１
月
27
日
の
東
谷
山
で
の
再
会
を
約
束

し
、
お
昼
前
に
解
散
と
な
っ
た
。

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

米
山
９
９
３
ｍ

�

君��

　
清

日
時
：
２
０
２
３
年
12
月
24
日
（
日
）

参
加
者
：
９
名
（
Ｃ
Ｌ
廣
井
、
Ｓ
Ｌ
渡
辺
）

ル
ー
ト
：
大
平
コ
ー
ス
往
復

新
潟
市
内
は
21
日
～
22
日
の
２
日
間
で
40
㎝

の
積
雪
、
23
日
は
雪
も
や
ん
だ
が
道
路
状
況
が
よ

く
分
か
ら
な
い
。
高
速
道
路
が
不
通
な
ら
中
止
と

の
連
絡
あ
り
。
当
日
を
待
つ
事
に
な
っ
た
。
翌
24

日
当
日
は
曇
り
空
で
道
路
不
通
の
連
絡
も
な
く
山

行
実
施
。

６
時
30
分
に
新
潟
発
一
路
大
平
登
山
口
へ
向

か
う
。
集
落
へ
の
道
は
き
れ
い
に
除
雪
さ
れ
て
お

り
、
何
等
問
題
も
な
く
大
平
登
山
口
駐
車
場
に
到

着
。
既
に
他
の
メ
ン
バ
ー
達
は
到
着
し
、
出
発
す

べ
く
カ
ン
ジ
キ
を
装
着
し
て
い
る
。
我
々
も
準
備

し
８
時
に
出
発
と
な
っ
た
。

スノートレッキングを楽しむ

井戸小屋山山頂にて

米山山頂が見える

ロープを付けて記念撮影（御前ケ遊窟山頂）
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２
日
間
の
新
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
は
な
か
な
か
キ

ツ
イ
、
更
に
雪
の
重
み
で
木
々
が
垂
れ
下
が
り
行

く
手
を
塞
ぐ
。
迂
回
し
た
り
、跨
い
だ
り
、こ
ぐ
っ

た
り
で
あ
る
。
斜
度
の
あ
る
面
は
腕
と
ス
ト
ッ
ク

で
雪
を
掻
き
寄
せ
、
膝
と
カ
ン
ジ
キ
で
雪
を
踏
み

固
め
る
が
カ
ン
ジ
キ
は
ズ
ル
ズ
ル
と
埋
も
れ
て
し

ま
い
、
ま
さ
に
蟻
地
獄
。
二
番
手
か
ら
カ
ン
ジ
キ

を
支
え
て
も
ら
い
、
尻
を
持
ち
上
げ
て
も
ら
い
よ

う
よ
う
に
這
い
上
が
る
。
歩
み
は
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
。

11
時
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。
７
１
１
ｍ
峰
先
の
鞍
部

手
前
ま
で
と
し
７
１
１
ｍ
峰
に
戻
り
昼
食
を
と
る
。

こ
こ
７
１
１
ｍ
峰
か
ら
は
眼
下
に
日
本
海
、
直
江

津
港
さ
ら
に
は
妙
高
、
北
ア
ル
プ
ス
、
樹
氷
の
向

こ
う
に
は
米
山
山
頂
と
小
屋
が
青
空
の
中
に
浮
き

上
が
る
。

景
色
を
堪
能
後
一
気
に
下
山
。
駐
車
場
12
時
15

分
着
。
途
中
敗
退
で
あ
っ
た
が
良
き
仲
間
と
天
候

に
恵
ま
れ
楽
し
く
充
実
の
山
行
で
し
た
。

年
頭
の
弥
彦
山
山
行

�

越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
同
好
会
　
　
　
松
井
　
潤
次

１
月
８
日
（
成
人
の
日
）
前
日
か
ら
の
降
雪
の

中
、
国
上
道
の
駅
に
７
名
集
合
。
裏
参
道
登
山
口

の
駐
車
場
に
向
か
う
。
除
雪
車
が
出
動
し
除
雪
中

の
道
路
を
登
り
、
駐
車
場
入
り
口
の
路
肩
に
駐
車
。

楡
井
リ
ー
ダ
ー
の
挨
拶
の
後
、
８
時
30
分
出

発
。
辰
年
を
迎
え
て
先
ず
は
龍
神
の
滝
へ
向
か
う
。

雪
も
止
み
、
凛
と
し
た
空
気
の
中
、
水
が
流
れ
落

ち
て
い
る
。
脇
の
水
神
様
に
て
安
全
登
山
を
祈
願

す
る
。

目
印
を
頼
り
に
、
枝
を
分
け
な
が
ら
、
登
山

道
に
戻
る
。
膝
下
程
度
の
新
雪
で
あ
る
が
、
先
行

者
の
ト
レ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
ト
ッ
プ
を
交
代
し
な
が
ら

登
る
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
横
切
っ
て
、
順
調
に
高

度
を
稼
ぐ
と
能
登
見
平
だ
。
山
頂
の
電
波
塔
が
眼

に
入
る
。
海
側
か
ら
の
風
は
刺
す
よ
う
に
冷
た
い

が
雲
の
切
れ
間
に
青
空
も
覗
き
、
快
適
だ
。
積
雪

も
増
し
冬
山
気
分
を
満
喫
す
る
。
10
時
50
分
頂
上

御
神
廟
に
到
着
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
柏
手
に
合
わ
せ

て
参
拝
す
る
。
表
参
道
か
ら
の
登
山
者
も
続
々
と

登
っ
て
く
る
。

昼
食
は
頂
上
直
下
の
ス
ペ
ー
ス
を
踏
み
固
め

て
、
冬
山
装
備
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
話
題
に
し
て
、

い
た
だ
い
た
。
下
山
は
往
路
を
快
適
な
ペ
ー
ス
で

一
気
に
下
り
、
12
時
20
分
に
登
山
口
に
到
着
。
行

動
時
間
は
４
時
間
で
あ
っ
た
。

県
内
は
大
雪
警
報
で
あ
っ
た
が
、
弥
彦
山
は
新

雪
で
視
界
も
良
く
、
恵
ま
れ
た
条
件
で
ス
ノ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
た
。
来
年
も
年
頭
は
弥
彦
山

で
実
施
し
た
い
。

古
道
調
査

九
才
坂
峠
を
歩
く　

　
遠
藤
　
家
之
進
正
和

　

廃
村
と
な
っ
た
土
井
集
落
の
、
地
域
お
こ
し
で

設
置
さ
れ
た
弁
財
天
の
脇
に
駐
車
し
、
登
山
口
に

向
か
う
。
峠
へ
の
道
は
張
り
出
し
た
尾
根
を
乗
越

し
て
つ
い
て
い
る
。
杉
林
を
抜
け
、山
腹
を
巻
き
、

杉
林
を
過
ぎ
る
と
東
小
出
川
の
支
流
に
出
る
。
こ

こ
か
ら
道
は
沢
沿
い
と
な
り
迷
う
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
増
水
期
の
山
行
は
要
注
意
と
な
る
。

　

沢
か
ら
高
み
に
離
れ
る
と
朽
ち
た
標
識
が
横
た

わ
っ
て
い
る
が
「
落
石
注
意
」
と
読
み
取
れ
る
。

土
井
集
落
か
ら
九
才
坂
峠
ま
で
約
１
時
間
30
分
と

い
う
行
程
だ
が
、沢
筋
の
道
を
40
分
ほ
ど
進
む
と
、

左
に
目
指
岳
に
突
き
上
げ
る
沢
に
出
る
。
九
才
坂

峠
へ
の
登
山
道
は
、
張
り
出
し
た
尾
根
に
つ
け
ら

れ
て
お
り
、
登
り
へ
の
休
み
処
で
あ
る
。
峠
へ
の

道
は
つ
づ
ら
折
り
で
、
朽
ち
た
階
段
の
杭
も
残
っ

て
お
り
、
良
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
傍
ら
の
ミ
ツ

バ
オ
ウ
レ
ン
を
眺
め
な
が
ら
登
る
と
、
九
才
坂
峠

に
到
着
す
る
。

　

峠
は
ブ
ナ
林
の
中
に
あ
り
、展
望
は
き
か
な
い
。

杉
の
大
木
は
枝
を
付
け
た
下
部
で
折
れ
て
お
り
、

そ
の
大
木
に
「
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
20
周
年
記

念
新
潟
県
境
全
縦
走
踏
査
」
の
標
識
が
、
調
査
の

時
取
り
付
け
た
の
が
残
っ
て
い
た
。
80
周
年
記
念

行
事
と
し
て
進
め
て
い
る
古
道
調
査
の
九
才
坂
峠

に
、
60
年
を
経
た
今
も
現
存
し
て
い
る
こ
と
に
感

参加メンバー

参加メンバー

山頂を目指して進む
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激
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

小
休
止
の
後
、
目
指
岳
へ
向
か
う
。
片
道
約
30

分
の
行
程
で
あ
る
。
ブ
ナ
林
の
平
坦
道
を
中
間
地

点
で
下
り
、
一
気
の
急
登
と
な
る
。
小
枝
に
掴
ま

り
な
が
ら
登
り
き
る
と
、
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
会

越
県
境
の
展
望
が
開
け
る
目
指
岳
（
６
５
０
．
３

ｍ
）
に
到
着
。
北
に
は
土
埋
山
の
奥
に
兎
ノ
倉
山

か
ら
飯
豊
連
峰
。
振
り
返
れ
ば
大
倉
山
。
眼
下
に

は
竜
ヶ
岳
が
望
め
、
手
前
に
西
会
津
野
沢
の
家
並

み
が
遠
望
で
き
る
。
展
望
を
楽
し
ん
だ
後
一
気
に

九
才
坂
峠
ま
で
戻
り
、
昼
食
と
す
る
。　

　

水
沢
へ
の
道
は
竜
ヶ
岳
へ
伸
び
る
尾
根
に
つ
い

て
有
り
、
若
い
ブ
ナ
の
幹
を
眺
め
、
い
か
に
も
峠

道
と
い
う
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

下
っ
て
す
ぐ
に
展
望
が
開
け
る
処
に
出
る
。
雑
木

林
を
下
り
、尾
根
を
乗
越
す
手
前
で
、先
ほ
ど
登
っ

た
目
指
岳
が
見
え
隠
れ
す
る
。尾
根
を
乗
越
す
と
、

落
ち
葉
を
踏
み
付
け
る
音
だ
け
を
聞
き
な
が
ら
ブ

ナ
林
を
下
る
。
右
に
堰
堤
が
見
え
る
と
水
沢
登
山

口
に
着
く
。
九
才
坂
峠
か
ら
45
分
で
一
気
に
下
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

近
く
に
弘
法
岩
屋
が
あ
る
の
で
足
を
伸
ば
す
。

10
分
足
ら
ず
で
岩
を
く
り
ぬ
い
た
中
に
造
ら
れ
た

お
堂
に
着
く
。
巡
錫
中
の
弘
法
大
師
が
こ
の
岩
窟

に
籠
り
、
大
蛇
の
悪
霊
を
鎮
め
た
と
い
う
。
大
師

は
去
る
に
当
た
り
自
ら
の
姿
を
刻
み
、
岩
窟
に
安

置
し
た
と
い
う
安
座
地
域
の
八
蛇
沼
伝
説
で
あ

る
。越

後
と
江
戸
を
結
ぶ
歴
史
の
峠

清
水
峠
（
１
，
４
４
８
ｍ
）

�

松
井
　
潤
次

　

新
潟
県
南
魚
沼
市
清
水
か
ら
群
馬
県
水
上
町
土

合
へ
至
る
上
越
国
境
に
位
置
す
る
清
水
峠
は
標
高

１
０
０
０
ｍ
以
上
で
県
内
で
は
森
林
限
界
を
越
え

る
稀
な
峠
で
あ
る
。
越
後
と
江
戸
を
最
短
で
結
ぶ

峠
道
、
清
水
越
え
は
直
越
（
す
ぐ
ご
え
）、
直
路

（
す
ぐ
じ
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
古
く
は
上
杉

謙
信
の
関
東
出
征
の
軍
用
路
と
し
て
、
ま
た
交
易

の
道
と
し
て
幾
度
も
切
り
開
か
れ
た
国
境
越
え
の

道
で
あ
っ
た
。
清
水
越
え
の
長
い
歴
史
の
中
で
最

も
大
規
模
に
開
削
さ
れ
た
工
事
は
明
治
18
年
に
難

工
事
の
末
に
開
通
し
た
清
水
街
道
で
あ
る
。
国
道

８
号
線
と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
相
次
ぐ
雪
害
に

１
年
足
ら
ず
で
通
行
休
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
兎
平
経
由
で
清
水
街
道
に
合
流
す
る
井

坪
坂
ル
ー
ト
が
個
人
に
よ
り
開
通
し
利
用
さ
れ
て

い
た
が
、信
越
線
の
開
通
後
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

昭
和
に
国
道
２
９
１
号
線
に
認
定
さ
れ
た
が
、
清

水
越
え
の
通
行
不
能
区
間
は
点
線
国
道
と
し
て
幻

の
区
間
で
あ
る
。
現
在
、
清
水
峠
へ
は
十
五
里
尾

根
（
謙
信
尾
根
）
ル
ー
ト
と
井
坪
坂
ル
ー
ト
の
二

本
が
登
山
道
と
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

９
月
23
日
、
国
道
２
９
１
号
線
を
清
水
集
落
の

先
に
あ
る
車
止
め
ゲ
ー
ト
に
集
合
し
出
発
。
曇
天

の
中
、
登
川
右
岸
の
舗
装
路
を
歩
き
だ
す
。
１
時

間
ほ
ど
で
追
分
に
着
く
。
左
は
井
坪
坂
、
右
は
十

五
里
尾
根
へ
の
分
岐
で
あ
る
。
前
方
に
十
五
里
尾

根
の
鉄
塔
が
遠
望
で
き
、
こ
こ
よ
り
清
水
峠
を
周

回
す
る
。
右
に
進
む
と
登
川
を
橋
で
渡
り
、
丸
ノ

沢
出
合
よ
り
十
五
里
尾
根
に
取
り
付
く
。
大
源
太

山
と
七
ツ
小
屋
山
の
鞍
部
に
突
き
上
げ
る
丸
ノ
沢

は
最
も
古
い
峠
道
と
い
わ
れ
る
が
、
大
き
な
砂
防

堰
堤
が
二
基
建
設
さ
れ
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
要

所
に
ロ
ー
プ
が
付
け
ら
れ
た
急
登
か
ら
、
つ
づ
ら

折
り
の
ブ
ナ
林
を
１
時
間
ほ
ど
で
最
初
の
鉄
塔
で

あ
る
。
尾
根
を
登
る
が
雨
と
ガ
ス
で
全
く
展
望
が

効
か
な
い
。
登
川
を
挟
ん
で
対
岸
の
尾
根
に
刻
ま

れ
た
清
水
街
道
を
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
５
番
目
の
鉄
塔
を
過
ぎ
、
峠
と
ほ
ぼ
同
じ
標

高
に
な
る
と
、
峠
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
と
な
る
。
足

元
が
不
安
定
で
通
過
に
時
間
を
要
し
た
。
国
境
稜

線
に
は
三
角
屋
根
の
Ｊ
Ｒ
送
電
線
監
視
小
屋
が

建
っ
て
お
り
、
清
水
峠
に
到
着
す
る
。
雨
も
止
ま

ず
、
展
望
も
効
か
ず
白
崩
避
難
小
屋
に
て
昼
食
と

し
、
早
々
に
下
山
開
始
。
勾
配
の
緩
い
広
い
旧
国

道
を
下
る
と
標
高
１
４
０
０
ｍ
付
近
で
井
坪
坂
へ

の
分
岐
が
あ
る
。
旧
国
道
は
藪
化
し
て
い
て
先
は

見
え
ず
、
痕
跡
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
井
坪
坂

へ
の
下
り
は
足
元
が
よ
く
道
幅
も
あ
り
歩
き
易

い
。
途
中
、水
量
の
増
し
た
登
川
本
谷
を
渡
渉
し
、

滝
を
架
け
た
ナ
ル
水
沢
を
通
過
す
れ
ば
兎
平
だ
。

茶
屋
が
三
軒
あ
っ
た
と
い
う
が
痕
跡
は
な
い
。
檜

倉
沢
に
下
り
る
と
堰
堤
を
渡
り
、
舗
装
路
を
歩
い

て
追
分
を
過
ぎ
ゲ
ー
ト
に
到
着
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
街
道
の
遺
構
や
道
跡
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
厳
し
い
自
然
条

件
の
中
で
も
往
時
、
峠
を
往
来
し
た
人
々
の
苦
労

を
に
思
い
を
馳
せ
踏
査
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
２
０
２
３
年
９
月
～
12
月
）

１
新
入
会
友

　

藏
地　

聡
（
１
７
１
７
４
）

２
退
会
会
員

　

東
原　

進
（�

７
５
１
４
、
支
部
を
退
部
。
会
員

は
継
続
）

３
物
故
会
員

　

本
田　

文
雄
（
５
２
５
７
）

４
支
部
会
員
数
（
２
０
２
３
年
12
月
末
現
在
）

　

支
部
会
員
（
準
会
員
含
む
）
１
５
４
名

　

支
部
会
友
９
名

編
集
後
記

　

今
年
は
年
明
け
早
々
に
大
地
震
が
あ
り
、
震
源

地
の
能
登
地
方
だ
け
で
な
く
、
新
潟
県
内
で
も
地

震
や
そ
れ
に
伴
う
津
波
で
の
被
害
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
地
震
の
翌
日
に
は
大
き
な
被
害
と
な
る
航
空

機
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
旅
客
機
側
は
怪
我
人

は
出
た
も
の
の
乗
客
乗
員
３
７
９
人
全
員
が
無
事

脱
出
し
ま
し
た
。
飛
行
機
に
は
90
秒
以
内
に
全
員

が
脱
出
で
き
る
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
山
で
地
震
や
噴
火

に
あ
っ
た
際
に
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
日
頃
か
ら

準
備
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
ビ
バ
ー
ク
用
の
装

備
も
今
の
ま
ま
で
大
丈
夫
か
、
災
害
に
伴
う
情
報

は
入
手
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
な
ど
、
道
迷
い
や
体

調
不
良
・
怪
我
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
ア
ク
シ
デ

ン
ト
を
想
定
し
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
山
を
語
り
合
う
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

も
し
も
の
時
に
つ
い
て
も
話
題
に
し
、
常
に
安
全

登
山
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。�

（
諏
訪
惠
一
）


